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　看護学部の教員として学生を通して看護を提供するようになり、20 年が経ちました。その間、素
晴らしい力を秘めた学生たちに大勢い出会いました。1 年生でも患者によい変化を起こす実践があり
ました。一方で、患者に関心を向けることが思うようにできずに、苦しむ学生もあります。これは、
1 年生に限らず、統合実習の 4 年生でも、某認定看護師課程の臨床経験豊富な学生にも見られました。
　看護は、個別の感情や考えを持つ人に対して技術を提供します。そして看護師自身も自分の感情や
考えを持っています。患者に看護を提供するときに、自分自身（私）が上手く話せるか、何を話そう
か、患者を理解できるか、看護できるか、課題が達成できるか、技術を実施しなければと、自分のこ
とばかり気にしている状態では、看護の目的から外れ、患者の姿は見えて来ません。これは、経験豊
富な看護師でも、病院の名前を背負い認定看護師課程等に来ていると、間違ったことは言えない、周
りにどう思われるかと、自分自身（私）のことで頭を一杯にして自分に関心が向く場合は、患者の姿
は見えて来ません。このような時、学生には患者に関心を向けるよう繰り返し伝えます。特に初めて
の受け持ち実習の前には、実習に備えて心構えすることで、患者に関心を向け、患者と対峙できるよ
うになります。患者に関心を向けることができると、看護目標の達成に向けて様々な工夫を考え、創
造力が発揮されます。
　看護学では、患者を全人的に捉えることを最初に学びます。身体的、心理的、社会的そしてスピリ
チュアルの側面から人を捉えることを学びます。また、看護実践は、その人の価値観を尊重すること
や、倫理的であることが求められます。人を全人的に捉えることは当たり前のようで、生死にかかわ
る臨床現場の複雑な実践において、とても難しい時があります。
　例えば、急性期病院では、生命の危機的状況にある患者の看護では、医療的処置に重点が置かれ、
正常か異常かという客観的視点に偏ることは否めません。あるいは患者に感情移入して観察や処置が
疎かになる可能性もあります。もしくは、看護技術を計画通りに実施することに集中して、患者の〈病
状〉や〈心情〉にそぐわないことを見落とす危険もあります。
　この難しさを超えて看護するうえで、ナイチンゲールの Threefold interest（三重の関心）「知的
な関心、人間的な関心、実践的な関心」は、看護を省察する指針のひとつとして現在も役立つと考え
ます（見城，2014）。「知的な関心」を向けて心身の状態〈病状〉を客観的にアセスメントします。
また、「人間的な関心」を向けて患者は病室のベッドで、療養する居宅で、どんな思いや考えで生活
しているのだろう、退院後はどんな風に動くだろうと、患者の〈心情〉を理解し、これを手掛かりに
看護のヒントを得ます。さらに「実践的な関心」を向けて〈病状〉と〈心情〉を踏まえ看護師の看護
観を〈看護技術〉として表現します。学術集会ではプロセスレコードにより看護の実践場面の共有を
試みました。ナイチンゲールは、「本来の看護」をしようと呼びかけ、看護師は Threefold interest（三
重の関心）を持たなければならないと述べています。皆様と共に古くて新しい看護の問題を考え、「本
来の看護」を実践したいと思います。
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